
審査委員会の設置
運営事例紹介
～継続審査会の意義と有用性～

休眠預金活用事業

1



パブリックリソース財団とは

2000年 NPO法人パブリックリソースセンターとして設立
～市民社会を創造するためのしくみづくり～
・寄付文化創造、ファンドレイズ支援、企業の社会性評価 など

2013年 公益財団法人として再スタート
～意志ある寄付で社会を変える～

・寄付文化創造 ⇒ オリジナル基金として現在約36基金を運営（※それぞれに審査会設置）
・企業の社会貢献活動の支援 ・調査研究、情報発信、政策提言に関する事業

2019年 休眠預金活用事業の資金分配団体
制度開始初年度から資金分配団体に採択され、2022年現在5事業を実施中
※これまで6事業が採択され、うちコロナ枠1事業は終了（※それぞれに審査会設置）
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PRFの助成審査委員会
審査委員会の役割（審査委員会規定より）
①助成対象団体の審査・選定を行い、その結果を代表理事に答申する。
②事業の基本的な方針、運営、内容、諸事項、その他に関する諮問を受けた場合はこれを検討し、
その結果を報告する。⇒その他の役割に厳密な制限はない。様々な活用の可能性がある。

審査委員会の構成
・審査委員3～5名（うち審査委員長1名）で、事務局を置く。
・議長は審査委員長であり、審議部分の進行をお願いする。審議終了後に総評もいただく。

審査委員会の種類
・単一の審査会で複数の審査を行う場合と、プロジェクトごとに審査会を設置する場合
・初年度の審査会と継続審査会の実施

3



継続審査会の紹介
継続審査会の目的
①プロジェクトの進捗状況の確認
②実行団体としての適格性と事業継続の妥当性の確認
③事業をとりまく環境や制度上の問題点の確認、現場の声の広い上げ、意見交換

⇒助成プログラムの改善やアドボカシーに繋げていくために必要なプロセス

審査委員との協働関係
・審査委員とのコミュニケーションや役割分担が難しい。審査委員の出番が最初しかない。

⇒ぜひ継続審査会を取り入れてみてはいかがでしょうか？
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★実行団体が事業として成果を出すだけでなく、その先の制度改革と社会変革を見据える。
★そのために何が必要か、3年間の事業の経過を見ながら、実行団体と資金分配団体と

審査委員会が一緒に考え、協働関係を築いていく。



審査会との協働事例①
女性リーダー支援基金

・審査委員が前面に立って政策提言や社会変革を訴えるケース
⇒審査委員と助成先（受賞者）が一緒に記者会見を開き、女性の社会的地位向上等を提言
（審査委員の上野千鶴子氏、浜田敬子氏のほか、多くのアンバサダーが関わっている）
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審査会との協働事例②
休眠預金 支援付き住宅・人材育成事業

・審査委員は前面に出ず、実行団体が行うアドボカシーにアドバイスや認証を与えるケース

＜実行団体の背景と審査委員との関係性＞
・実行団体は長年実績のある団体で、政策提言をする基盤を持っているが発言力・影響力に乏しい。
・審査委員は当分野の研究者やSBの専門家で、事業の実証効果や課題の分析に優れている。

⇒政策提言を行う実行団体をエンパワメントし、アドボカシーの効果を高めるような協働関係。
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★審査委員と実行団体の協働関係の在り方は、それぞれの事業によって異なる。
★資金分配団体は事業の目的や状況に合わせて、両者をコーディネートする存在。
★実行団体も資金分配団体も審査委員も、持っている課題感は一緒で、向かう方向は同じ。

単に助成先を選ぶだけの審査会ではなく、社会課題の解決を目指すパートナーへ。
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